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文
業
の
鑑
賞
伍
役
立
ち
さ
う
な
こ
と
を
、
簡
箪
に
、
全

髄
的
の
事
に
つ
い
て
だ
け
書
い
て
見
よ
う
。

文
癸
座
の
こ
と
ー
ー
l

人
形
浮
瑠
璃
の
組
織
と
そ
の
由
来

ー
ー
ー
舞
豪
の
こ
と
ー
ー
ー
人
形
の
遺
ひ
方
の
こ
と
ー
ー
だ
い

た
い
、
そ
ん
な
順
序
で
申
上
げ
て
み
ま
せ
う
。

人
形
浮
瑠
璃
で
は
、
文
楽
が
た
っ
た
―
つ
の
傭
存
劇
園

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
方
的
、
郷
土
的
に
は
ほ
か
に
も

あ
る
が
、
常
設
劇
場
を
有
す
る
も
の
と
言
っ
て
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
文
砥
本
は
寛
政
年
度
、
お
ほ
よ
そ
百
五
十
年
ほ

ど
前
、
淡
路
の
人
植
村
文
槃
軒
に
よ
っ
て
大
阪
に
生
れ
た

劇
場
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
こ
の
一
二
四
十
年
来
は
、
殆
ど

本
邦
唯
一
の
人
形
劇
圃
な
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
「
文
槃
」

が
「
人
形
淫
瑠
璃
芝
居
」
の
同
義
語
の
や
う
に
な
っ
た
の

も
常
然
で
せ
う
。
古
い
所
で
は
、
江
戸
に
も
大
阪
に
も
、

五
座
七
座
と
人
形
芝
居
が
あ
っ
て
、
歌
舞
伎
に
封
抗
し
、

時
と
し
て
は
、
享
保
か
ら
賓
暦
あ
た
り
ま
で
は
、
つ
ま
り

二
百
年
前
に
は
、
人
形
芝
居
の
は
う
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

普
通
に
、
三
業
よ
り
成
り
立
つ
と
言
は
れ
る
。
即
ち
、

淫
瑠
璃
を
語
る
太
夫
と
三
味
線
弾
き
と
人
形
遣
ぴ
の
三
者

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
三
者
は
、
初
め
か
ら
一
緒
に
生
れ
て
褻
逹
し
て
来
た

か
と
い
ふ
に
、
さ
う
で
は
な
か
っ
た
。

文

槃

鑑

賞

手

引



人
形
を
遣
ふ
と
い
ふ
こ
と
、
こ
れ
は
す
う
つ
と
古
く
か

ら
あ
り
ま
し
た
。
記
録
に
あ
ら
は
れ
た
所
で
は
、
遠
く
平

安
時
代
に
愧
儡
子
（
＜
ゞ
つ
ま
は
し
）
と
い
ふ
も
の
が
見

え
る
。
愧
儡
子
は
、
支
那
の
西
方
、
中
央
ア
ジ
ア
地
方
か

ら
漂
遊
し
て
来
た
街
頭
演
藝
人
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
平
安

時
代
と
あ
れ
ば
約
一
千
年
の
前
の
こ
と
に
な
る
。
浄
瑠
璃

は
足
利
時
代
中
期
の
褻
生
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
五
百
年

の
歴
史
と
言
へ
る
で
せ
う
。
こ
れ
に
射
し
て
、
三
味
線
は

永
緑
年
中
に
、
琉
球
か
ら
泉
州
堺
港
に
輸
入
さ
れ
た
蛇
皮

線
の
本
邦
化
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ザ
ツ
と
三
百
七
八
十
年

前
の
舶
来
瑯
盃
器
で
あ
る
。
先
づ
滑
瑠
璃
と
三
味
線
と
が
提

携
し
、
慶
長
の
如
年
あ
た
り
に
、
そ
の
羅
瑠
璃
と
人
形
遣

ぴ
と
が
握
手
し
て
、
淫
瑠
璃
と
い
ふ
物
語
を
、
言
は
ゞ
立

謄
的
に
空
間
的
に
演
奏
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
人

形
浮
瑠
璃
劇
の
檻
態
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

．
併
し
な
が
ら
、
そ
の
浮
瑠
璃
界
に
竹
本
義
太
夫
が
あ
ら

は
れ
て
音
築
上
の
大
成
を
試
み
、
作
者
近
松
門
左
衛
門
を

．
 

,
“
r
、e↓
'r「

得
て
、
戯
曲
的
展
開
を
も
試
み
た
の
は
、
元
緑
時
代
の
こ

と
に
厩
す
る
。
爾
来
二
百
五
十
年
間
、
人
形
淫
瑠
聘
芝
居

と
あ
れ
ば
義
太
夫
節
に
限
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た

こ
れ
は
来
歴
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
．
淫
瑠
璃
と
三
味
線

と
に
よ
る
演
奏
内
容
と
人
形
の
動
作
と
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合

致
し
て
、
三
者
諧
調
の
美
に
よ
っ
て
成
立
す
る
藝
術
な
る

貼
に
、
先
づ
御
留
意
あ
り
た
い
。

次
に
、
人
形
と
人
形
遣
ぴ
の
こ
と
。
こ
れ
も
歴
史
的
に

言
ふ
と
、
暑
ッ
苦
し
く
な
る
か
ら
、
簡
軍
に
記
す
。

人
形
が
手
も
足
も
な
い
デ
ク
ノ
ボ
ー
か
ら
、
肩
板
が
褻

明
さ
れ
、
手
、
足
が
生
じ
、
口
や
眼
の
開
閉
や
眉
の
上
下

が
研
究
さ
れ
、
手
の
五
指
が
折
り
屈
み
を
す
る
や
う
に
な

る
ま
で
に
は
、
容
易
な
ら
ぬ
年
月
と
人
知
と
が
費
さ
れ
た

一
個
の
人
を
―
―
一
人
が
4
り
で
、
寓
宵
的
に
遣
ふ
や
う
に
な

っ
た
の
が
享
保
十
九
年
の
「
薦
屋
道
満
大
内
鑑
」
（
葛
の

葉
の
狂
言
）
か
ら
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
今
日
か



ら
大
凡
二
百
年
前
に
あ
た
る
。
但
し
、
文
楽
座
で
も
ツ
メ

人
形
（
略
し
て
ツ
メ
）
と
呼
ば
れ
る
、
ご
く
下
ツ
端
の
役

柄
の
は
、
一
人
で
一
個
の
人
形
を
遣
ふ
の
で
、
原
始
形
式

の
人
形
な
の
で
す
。

現
今
、
文
楽
座
の
座
頭
と
呼
ば
れ
る
吉
田
榮
三
と
か
、

吉
田
文
五
郎
と
か
い
ふ
上
だ
っ
た
遣
ひ
手
、
質
盛
な
ら
質

盛
、
お
園
な
ら
お
園
の
遣
ひ
手
と
し
て
、
番
附
の
上
に
記

載
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
「
主
遣
ひ
」
と
呼
ば
れ
る
主
任
者

で
、
頭
と
右
手
の
動
作
を
受
け
持
つ
。
「
左
り
」
と
呼
ば

れ
て
左
り
手
だ
け
を
遣
ふ
人
が
一
人
、
「
足
遣
ひ
」
と
い

ふ
雨
足
の
動
作
を
受
け
持
つ
の
が
一
人
。
-
つ
ま
り
三
人
遣

ひ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
三
人
が
主
遣
ひ
の
呼
吸
に

合
せ
て
動
作
せ
し
め
て
こ
そ
、
統
一
あ
る
一
個
の
人
形
と

し
て
演
技
す
る
の
で
、
こ
れ
が
ま
た
む
つ
か
し
い
。
足
遣

ひ
だ
け
で
十
年
近
く
も
働
ら
き
、
そ
れ
か
ら
左
り
に
ま
は

り
、
や
が
て
主
遣
ひ
に
進
む
。

人
形
淫
瑠
璃
の
舞
豪
1

そ
れ
に
も
幾
勢
遷
が
あ
っ
た

慶
長
以
前
の
愧
儡
子
時
代
の
は
、
所
謂
首
掛
芝
居
で
、
一

尺
巾
に
二
尺
か
二
尺
五
寸
限
度
の
長
方
形
の
箱
が
舞
豪
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
次
第
に
披
大
さ
れ
て
、
明
治
座
の
舞
豪

で
も
歌
舞
伎
座
の
で
も
、
何
と
か
し
て
使
ふ
や
う
に
な
っ

た
。
現
今
の
大
阪
文
準
杢
座
の
舞
豪
は
、
間
口
が
六
間
よ
り

少
し
つ
ま
っ
た
程
度
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
は
、
三
四
間

か
ら
五
間
く
ら
ゐ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
手
遣
ひ
式

で
な
い
絲
操
り
式
の
は
、
も
つ
と
規
模
が
小
さ
か
っ
た
。

今
の
舞
豪
は
、
見
物
席
寄
り
に
三
尺
ほ
ど
の
幅
で
、
使

は
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
が
三
の
手
。
そ
れ
か
ら
船
底

と
も
呼
ば
れ
て
床
の
低
く
な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
歌
舞
伎

の
平
舞
憂
に
該
嘗
す
る
部
分
が
二
の
手
で
あ
る
。
二
重
舞

豪
に
相
営
し
て
、
屋
杓
に
用
ひ
ら
れ
る
、
最
も
奥
に
位
し

た
部
分
は
一
の
手
、
ま
た
は
本
手
と
い
ふ
。
元
来
は
本
手

と
い
ふ
本
舞
豪
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
次
第
に
撰
大
さ
れ

て
二
の
手
―
―
一
の
手
と
見
物
席
の
方
へ
張
り
延
ば
し
た
か
ら

四



し

の
名
稲
で
あ
る
。

ま
た
、
太
夫
と
三
味
線
と
が
、
向
つ
て
右
側
へ
張
り
出

し
た
床
で
語
り
、
弾
く
。
即
ち
横
床
と
い
ふ
も
の
に
な
っ

た
の
も
享
保
年
度
の
こ
と
で
、
義
太
夫
近
松
頃
の
は
、
特

別
の
場
合
以
外
は
、
正
面
の
御
籠
の
内
側
で
語
っ
た
の
で

あ
る
。
人
形
遣
ひ
も
、
そ
の
頃
は
か
ら
だ
を
現
は
し
て
使

は
す
に
、
幕
の
蔭
か
ら
人
形
を
差
し
上
げ
て
遣
っ
た
も
の

で
、
「
蔭
語
り
蔭
遣
ひ
」
と
呼
ぶ
演
出
形
式
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
次
第
に
「
出
語
り
出
遣
ひ
」
と
い
ふ
形
式
に
移
行

し
、
結
局
今
日
の
や
う
な
演
出
形
態
に
な
っ
た
の
で
あ
る

そ
れ
で
も
、
東
京
興
行
の
場
合
の
や
う
に
、
人
形
遣
ひ
が

序
幕
か
ら
切
り
ま
で
、
黒
の
頭
巾
を
か
ぶ
ら
す
に
、
出
遣

ぴ
ば
り
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
ご
く
近
年
に
な
っ
て
の

現
象
で
す
。
人
形
劇
と
し
て
見
れ
ば
、
人
形
遣
ぴ
は
頭
巾

を
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
の
が
本
来
で
あ
る
こ
と
申
す
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

五

（
月
刊
「
文
化
日
本
」
八
月
琥
所
載
）

河
竹
繁
俊
氏
稿
よ
り
抜
梓

人
形
芝
居
と
い
ふ
も
の
は
、
世
界
中
に
分
布
さ
れ
て
ゐ

ま
す
。
未
開
既
開
の
民
族
を
問
は
す
、
甚
だ
廣
く
、
ま
た

古
く
行
は
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
日
本
の
や
う
に
褻
逹

し
た
も
の
は
、
殆
ど
類
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
瑠
璃
と
い

ふ
音
楽
は
別
と
し
て
も
、
「
恨
名
手
本
忠
臣
蔵
」
や
「
菅

原
偲
投
手
習
鑑
」
の
や
う
な
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
人
形

劇
豪
本
と
い
ふ
も
の
や
、
或
は
一
ー
一
人
遣
ぴ
の
人
形
で
複
雑

な
演
出
を
す
る
が
如
き
も
の
は
、
嘗
て
な
い
と
さ
れ
て
ゐ

る。
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元
文
元
年
（
二
三
九
六
）
三
月
、
豊
竹
座
初
演
。

作
者
は
並
木
宗
助
。
こ
の
市
若
初
陣
の
段
は
そ
の
三

段
目
に
営
り
、
二
段
目
の
切
板
額
門
破
り
、
四
段
目

阿
闇
利
の
場
と
共
に
全
曲
中
殊
に
有
名
で
あ
る
。

先
将
軍
頼
家
の
妾
腹
に
善
哉
丸
と
呼
ぶ
一
子
が
あ
っ
た

が
、
尼
将
軍
は
之
を
僧
と
し
て
鶴
ケ
岡
の
別
嘗
に
預
け
、

将
軍
賓
朝
に
子
が
な
か
っ
た
か
ら
萬
一
の
場
合
の
後
纏
ぎ

に
も
と
浅
利
典
市
、
荏
柄
平
太
の
雨
人
に
こ
の
善
哉
丸
を

奪
は
し
め
、
平
太
の
子
と
し
て
名
を
公
晩
と
改
め
、
尼
将

梗

概
市

若

丸

初

陣

の

段

わ

衣

が

つ

せ

ん

を

ん

な

ま

ひ

づ

る

和
田
合
戦
女
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鶴
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首
を
取
り
に
来
た
と
語
る
。
板
額
は
尼
将
軍
に
そ
の
由
を

偲
へ
る
と
尼
将
軍
は
公
晩
は
質
は
頼
家
の
子
で
、
善
哉
丸

で
あ
る
こ
と
を
明
す
。
板
額
は
夫
典
市
の
本
心
を
悟
り
、

自
分
に
市
若
を
殺
し
て
幼
甘
の
身
替
り
に
せ
よ
と
の
意
で

あ
る
こ
と
を
知
り
慨
く
。
夫
典
市
も
垣
の
外
に
窺
つ
て
共

に
渓
を
流
す
。
市
若
丸
は
何
事
も
卸
ら
す
早
く
手
柄
を
さ

し
て
と
逼
る
。
板
額
ぱ
心
を
決
し
、
隣
室
よ
り
計
略
を
以

て
市
若
こ
そ
慎
は
主
殺
し
荏
柄
の
平
太
の
子
で
あ
る
如
く

て
そ
の
初
陣
に
立
た
し
た
の
で
あ
る
。
市
若
丸
は
母
板
額

と
久
し
振
り
の
封
面
を
す
る
。
そ
し
て
父
の
命
で
公
暁
の

ふ
事
か
ら
罪
が
そ
の
子
公
晩
に
及
ぶ
こ
と
4
な
り
、
賓
朗

は
浅
利
典
市
に
そ
の
首
を
取
れ
と
命
す
る
。
典
市
は
是
非

な
く
己
が
一
子
市
若
丸
を
公
暁
討
取
り
に
向
は
し
た
。
心

に
思
ふ
所
の
あ
る
典
市
は
忍
び
の
緒
の
切
れ
た
兜
を
著
せ

軍
は
平
太
の
妻
綱
手
と
共
に
こ
れ
を
守
蔑
し
て
典
市
の
家

に
匿
れ
る
。
話
菱
つ
て
荏
柄
の
平
太
が
主
を
殺
し
た
と
云



思
は
し
め
、
市
若
は
そ
れ
を
恥
ぢ
て
自
害
す
る
。
斯
う
し

て
市
若
の
身
替
り
で
公
暁
、
賓
は
頼
家
の
一
子
善
哉
丸
は

危
き
所
を
助
か
る
。
板
額
は
市
若
丸
の
首
を
落
し
門
前
に

向
ぴ
荏
柄
の
平
太
の
子
公
眺
の
首
渡
さ
ん
と
叫
び
、
夫
典

市
は
そ
れ
を
受
取
り
宵
朝
の
質
瞼
に
供
へ
ん
と
皆
々
涙
の

中
を
立
ち
出
づ
る
。

八



人

座

頭

の

段

天 徳輻
ののの

市 市 市

鶴行五五行冨戸仔斤雇行祠行嘉豊

澤本竹竹本竹本本本竹本本本竹竹

土 松 駒 隅 宮 津 常播千雛文南呂和

佐島若若
尾

磨子路駒 部泉
太 太太 太

太太太太太太 太太 太太

叶夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫

（
床
本
）

本
曲
は
官
位
を
頂
き
に
京
に
上
る
一
二
人
の
座
頭
が

面
白
い
節
に
つ
れ
て
、
振
り
を
か
し
く
踊
り
狂
ふ
と

云
ふ
目
出
度
い
も
の
で
あ
る
。
初
演
は
御
震
文
築
座

の
明
治
十
七
年
十
一
月
興
行
で
、
三
人
座
頭
と
し
て

忠
臣
蔵
の
道
行
の
引
抜
き
に
上
演
し
た
も
の
で
、
人

形
は
輻
の
市
を
初
代
玉
造
徳
の
市
を
初
代
玉
助
、
富

の
市
を
先
代
紋
十
郎
が
勤
め
た
そ
の
後
二
回
許
り
上

場
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
年
十
一
月
営
文
礫
座
で
「
盲

杖
櫻
雪
祉
」
の
外
題
で
上
場
を
見
、
昭
和
十
四
年
四

月
興
行
に
次
ぐ
此
度
が
第
六
回
目
の
上
場
で
あ
る
。

何
事
も
辛
未
の
明
の
春
、
盲
杖
櫻
ゑ
に
し
と
て
人
丸
様
の

ピもロぅ

三

人

座

頭

の

段

杖t

櫻：
九

人

座

頭

の

段

雪〗

耐〗



玉 徳 幅

の の の

市 市 市

人

形

役

割

桐

竹

紋

十

郎

吉 吉

人

座

頭

の

段

田

文

五

郎

田

榮

.,,--------.、.,,---------..

豊竹豊
~-、、--~

鶴鶴鶴豊鶴野野鶴

澤 澤 澤 澤 澤 澤 澤 澤澤澤澤

廣圏廣一清友廣友八喜叶
郎
右＝

代

衛
＿．太

之
太

禰作若門友郎二郎造助郎

み
や
し
ろ
に
、
雪
白
妙
の
朝
霧
も
、
睛
れ
る
や
注
連
の
飾

り
蝦
、
位
取
り
と
て
都
を
さ
し
て
急
ぐ
道
さ
へ
冬
の
空
危

い
所
を
ヲ
、
サ
合
貼
ぢ
や
野
梅
山
、
梅
香
を
聞
く
計
り
名

所
古
蹟
も
知
ぬ
が
佛
探
り

l
＼
て
急
ぎ
来
る
、
詞
何
と
徳

の
市
揺
の
市
コ
ウ
三
人
連
立
て
官
を
貰
ふ
て
逝
で
か
ら
仲

よ
ふ
し
や
う
ぢ
や
有
る
ま
い
か
ヲ
ヽ
コ
リ
ヤ
玉
の
市
の
一
云

通
り
長
の
道
中
連
立
も
他
生
の
縁
で
も
有
ふ
か
い
、
し
か

し
揺
の
市
は
足
弱
で
世
話
が
や
け
る
で
困
っ
た
事
、
ア
、

コ
レ
徳
の
市
其
様
に
足
べ
た
を
そ
し
る
者
じ
ゃ
な
い
わ
い

共
替
り
お
れ
に
一

l

ツ
の
隈
し
藝
在
所
踊
り
を
う
さ
は
ら
し

に
ち
よ
っ
と
踊
つ
て
、
ア
、
ウ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
聞
か
し
て
や
ろ

う
か
い
、
コ
リ
ャ
面
白
い
、
我
等
も
倶
に
一
踊
り
、
サ
ア

l
＼
早
ふ
に
揺
の
市
は
扇
を
し
ゃ
ん
と
座
を
構
え
、
沖
の

白
帆
の
雲
隠
れ
春
は
曙
の
朝
景
色
、
ち
よ
っ
と
此
目
が
明

石
潟
我
に
も
見
せ
よ
や
人
丸
の
和
歌
の
守
紳
、
お
い
ら
も

ち
ょ
っ
と
は
な
る
口
の
杓
と
ふ
の
見
す
が
ら
に
く
み
か
は

し
た
る
大
瓶
の
、
酒
が
言
は
す
る
口
拍
子
、
按
摩
帯
癖
針

と
ふ

l
＼
の
朝
は
迅
ふ
か
ら
お
ち
こ
ち
の
流
渡
り
の
大
井

1
0
 



て鴫鼻

⑲ 

川
、
連
豪
な
ら
ぬ
肩
車
、
我
手
で
諷
ふ
小
賓
ぶ
し
、
一
に

櫂
現
ナ
ア
ヽ
ヽ
ヘ
、
二
に
玉
津
島
、
三
に
下
り
訟
ナ
ア
、

へ
、
四
に
墜
釜
よ
、
天
の
橋
立
切
戸
の
文
珠
文
珠
様
は
よ

け
れ
共
、
切
戸
の
文
字
が
氣
に
か
4

る
l
＼
来
る
か

l¥‘

と
濱
へ
出
て
見
れ
ば
ノ
ウ
ホ
イ
濱
の
松
風
頃
や
ま
さ
る
サ

や
と
か
け
の
ホ
イ
、
〗
県
赤
と
な
す
い
た
水
仙
す
か
れ
た
柳

の
ホ
イ
ノ
心
せ
き
ち
く
氣
は
紅
葉
、
サ
ア
ト
カ
ケ
マ
ッ
カ

ト
ナ
池
の

l
＼
ヱ
ヽ
鮨
め
が
朝
日
に
輝
く
夕
日
に
な
び
く

罫
菰
の
小
影
に
ち
ょ
っ
と
出
ち
ょ
っ
と
は
ね
＝
一
度
サ
出
て
．

は
ね
た
、
ヤ
レ
は
ね
た
が
ど
う
す
り
や
鮨
と
娘
は
は
ね
た

が
賞
玩
ハ
レ
ワ
イ
ヤ
コ
レ
ワ
イ
サ
ノ
田
舎
踊
の
面
白
さ
早

入
月
に
花
に
風
ね
ぐ
ら
を
急
ぐ
三
人
連
杖
を
力
に
た
ど
り

行
く
。



人

形

役

割

沼
津
里
よ
り
平
作
内
の
段

親

平

作

桐

哭

服

屋

重

兵

衛

吉

嫁

、

お

よ

ね

吉

荷

持

安

兵

衛

吉

池

添

孫

八

吉

平

作

内

の

段

沼

津

里

の

段

胡
弓 切

ツ
レ

田田田田竹

光文

之玉五榮門

助徳郎三造

野鶴豊

澤澤竹

吉清 古

靱

太

蔵六夫

梗

概

鶴 豊 竹

欅澤本

友 廣 大

隅

太

造 助 夫

天
明
三
年
（
二
四
四
三
）
四
月
、
竹
本
座
初
演
。

作
者
は
近
松
半
二
、
近
松
加
作
の
合
作
。
忠
臣
蔵
、

曾
我
兄
弟
と
共
に
日
本
三
大
敵
討
の
一
っ
、
荒
木
又

右
衛
門
の
伊
賀
越
の
敵
討
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
、

．
 

全
曲
は
第
一
鶴
が
岡
の
段
、
第
二
行
家
屋
敷
の
段
、

第
三
園
覺
寺
の
段
、
第
四
郡
山
宮
居
の
段
、
第
五
郡

山
屋
敷
の
段
、
第
六
沼
津
の
段
、
第
七
闘
所
の
段
、

第
八
岡
崎
の
段
、
第
九
伏
見
の
段
、
第
十
敵
討
の
段

の
十
段
か
ら
な
っ
て
ゐ
る
。

鎌
倉
の
商
人
奥
服
屋
重
兵
衛
は
旅
で
、
沼
津
の
近
く
ま

で
来
た
が
荷
持
の
安
兵
衛
を
用
事
で
元
と
の
道
へ
欝
し
た

平沼

作津

内里

のの

段段

R、

が

ご

え

が

う

ち

う

す

ご

ろ

く

伊
賀
越
道
中
双
六





此
騨
の
平
作
と
い
ふ
爺
に
荷
物
を
持
た
し
た
が
年
取
っ
て

ゐ
る
の
で
思
ふ
に
ま
か
せ
ぬ
内
、
石
に
つ
ま
づ
き
生
爪
を

刻
し
た
。
重
兵
衛
は
所
持
の
薬
を
つ
け
て
努
つ
て
遣
る
所

ヘ
娘
お
米
が
来
た
、
委
細
を
き
い
て
重
兵
衛
を
我
家
へ
迎

へ
た
。
平
作
の
家
は
貧
し
い
く
ら
し
で
あ
っ
た
。
重
兵
衛

今
夜
は
此
家
に
泊
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夜
ふ
け
た
頃
お
米

は
印
籠
を
盗
む
。
目
さ
め
た
重
兵
衛
は
仔
細
を
間
ふ
と
、

其
身
は
以
前
江
戸
吉
原
の
遊
女
瀬
川
の
果
て
と
わ
か
り
、

夫
渡
邊
志
津
馬
が
不
慮
の
怪
我
を
救
ひ
た
い
ば
か
り
に
最

前
父
の
傷
が
即
座
に
治
っ
た
妙
薬
で
あ
る
か
ら
盗
ん
だ
と

涙
な
が
ら
に
詑
ぴ
入
る
。
平
作
は
盗
み
を
す
る
と
は
何
事

だ
、
幼
な
い
時
に
養
子
に
遣
っ
た
た
っ
た
一
人
の
兄
に
も

清
ま
ぬ
と
嘆
き
悲
し
む
。
重
兵
衛
は
そ
の
兄
と
云
ふ
の
は

何
者
だ
と
聞
く
。
そ
れ
は
鎌
倉
八
幡
宮
の
氏
子
で
幼
名
は

平
三
郎
、
母
の
名
は
「
と
よ
」
と
書
い
た
守
袋
を
つ
け
て

あ
る
と
平
作
は
語
る
。
重
兵
衛
は
ひ
し
と
胸
に
應
へ
た
が

わ
ざ
と
名
乗
ら
す
、
次
ぎ
の
下
り
ま
で
に
石
碑
を
建
て
4

く
れ
と
て
金
子
を
渡
し
て
行
く
。

そ
の
跡
に
は
印
籠
と
謄
の
緒
書
き
が
残
っ
て
ゐ
た
。
平
作

は
我
子
と
知
り
、
お
米
は
澤
井
股
五
郎
が
持
っ
た
印
籠
と

卸
つ
て
驚
く
。
千
本
松
原
へ
追
ひ
付
い
た
平
作
は
股
五
郎

の
行
衛
を
重
兵
衛
に
尋
ね
る
が
、
重
兵
衛
は
股
五
郎
に
恩

を
受
け
た
義
理
を
思
ふ
て
容
易
に
打
明
け
な
い
。
、
平
作
は

遂
に
腹
を
切
つ
て
死
ん
で
行
く
身
に
聞
か
し
て
く
れ
と
頼

む
。
義
理
と
恩
愛
の
断
末
魔
に
迫
っ
た
重
兵
衛
は
簸
蔭
に

忍
ん
だ
お
米
と
池
添
孫
八
に
聞
か
す
や
う
「
股
五
郎
の
落

つ
く
先
は
九
州
相
良
、
吉
田
で
逢
ふ
た
と
人
の
噂
」
と
云

ふ
。
平
作
と
重
兵
衛
は
相
抱
い
て
親
子
の
名
乗
り
死
に
行

く
名
残
り
に
泣
き
入
る
。
雨
は
一
し
き
り
降
り
つ
ゞ
い
て

平
作
は
落
入
る
。

ー
四



淡俊奴玉合親

手邦

香徳入 合

御女

姫丸平前厨邦
／住

家役

吉 桐吉吉吉吉

田竹 田
田田

榮紋 文小

三太玉五兵榮

田

郎郎市郎吉三

一
五

安
永
二
年
（
二
四
三
三
）
―
-
月
、
大
阪
北
堀
江
座

初
演
作
者
は
菅
専
助
、
若
竹
笛
射
の
合
作
。
全
曲
は

上
下
二
巻
よ
り
成
り
、
上
の
巻
は
褻
端
が
あ
ら
れ
の
、

松
原
毒
酒
の
場
、
中
が
高
安
館
、
切
が
綸
旨
取
戻
し

の
場
、
下
の
巻
は
口
が
天
王
寺
西
門
の
場
、
切
は
こ

の
合
邦
住
家
の
段
に
分
れ
て
ゐ
る
。

9

安
井
合
邦
の
娘
お
辻
は
、
氏
な
く
し
て
玉
の
輿
、
河
内

の
國
の
領
主
高
安
左
衛
門
の
後
妻
玉
手
御
前
と
云
は
れ
る

身
に
な
っ
た
。

：
所
が
如
何
な
る
天
魔
が
魅
入
っ
た
の
か
、
義
理
あ
る
先

妻
腹
の
子
俊
徳
丸
に
想
ひ
を
寄
せ
、
何
か
と
一
云
ぴ
寄
る
の

合

邦
人

形

割の

段

梗

概

切

竹

．

本

津

太

夫

鶴

澤

寛

治

郎

合

邦
住.

家

の

段

前

鶴豊

澤竹＇

清駒

二太

郎夫

合

邦

住

家

の

段
拿

@ 

撮苔

州k

合苔

叩
辻旦
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で
俊
徳
丸
は
道
な
ら
ぬ
患
に
堪
え
か
ね
て
、
許
婚
の
浅
香

姫
と
手
を
た
づ
さ
へ
玉
手
の
親
の
合
邦
の
庵
室
へ
と
身
を

さ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
を
知
っ
た
玉
手
は
、
尚
も
俊

徳
丸
の
後
を
慕
つ
て
合
邦
の
庵
室
ま
で
追
つ
て
来
た
け
れ

ど
、
合
邦
は
俊
徳
丸
か
ら
娘
玉
手
の
邪
患
を
聞
か
さ
れ
て

居
る
の
で
、
高
安
殿
へ
の
義
理
を
思
ひ
、
ど
う
し
て
も
門

側
も
踏
せ
ぬ
と
、
内
へ
入
れ
や
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
然

し
逍
に
母
は
女
の
身
の
心
弱
さ
か
ら
、
玉
手
を
幽
震
と
云

ふ
事
に
し
て
、
幽
雲
な
ら
ば
入
れ
て
も
仔
細
は
あ
り
ま
す

ま
い
と
合
邦
を
説
き
伏
せ
、
漸
く
内
へ
入
れ
て
不
維
の
云

び
繹
け
を
聞
か
う
と
し
た
。
と
玉
手
は
一
云
ぴ
諜
け
ど
こ
ろ

か
「
思
ぴ
切
ら
れ
ぬ
愚
の
道
、
俊
徳
様
の
御
行
方
尋
ね
、

女
夫
に
し
て
下
さ
れ
」
と
か
き
口
説
く
あ
り
様
な
の
で
、

合
邦
ぱ
今
更
の
様
に
呆
れ
果
て
、
俺
も
以
前
は
青
砥
某
と

云
ふ
歴
と
し
た
武
士
、
浪
人
し
て
の
捨
坊
主
な
が
ら
、
誠

の
道
を
通
し
て
来
た
に
、
と
怒
り
立
ち
、
唯
一
刀
に
斬
つ

て
捨
て
ん
と
し
た
。

母
親
は
、
こ
れ
を
な
だ
め
、
必
す
娘
に
思
び
切
ら
せ
て

一
七

見
せ
ま
す
と
、
玉
手
を
無
理
に
奥
の
一
卜
間
へ
連
れ
て
行

っ
た
。折

柄
奴
入
平
は
俊
徳
丸
の
後
を
尋
ね
て
来
た
の
だ
っ
た

が
、
フ
ト
玉
手
の
姿
を
見
付
け
て
、
様
子
を
う
か
ゞ
は
ん

と
傍
に
身
を
忍
ば
せ
て
居
た
が
、
一
卜
間
か
ら
雨
眼
盲
た

俊
徳
丸
が
、
凌
香
姫
に
手
を
取
ら
れ
て
、
な
よ
な
よ
と
現

れ
る
の
で
、
入
平
は
、
斯
く
ま
で
玉
手
御
前
が
執
念
く
つ

き
ま
と
ふ
上
は
、
一
刻
も
早
く
此
の
家
を
お
立
ち
退
き
あ

れ
か
し
、
と
既
に
伴
ひ
出
や
う
と
し
た
。

そ
の
時
玉
手
は
奥
か
ら
走
り
出
で
、
俊
徳
丸
に
取
り
鎚

り
、
入
平
の
意
見
の
言
葉
も
耳
に
入
れ
す
、
又
し
て
も
切

な
い
患
を
う
っ
た
へ
る
の
だ
っ
た
。

こ
れ
を
耳
に
し
た
合
邦
は
た
ま
り
か
ね
、
一
刀
脇
腹
深

＜
刺
し
通
し
、
そ
の
息
の
根
を
止
め
や
う
と
す
る
の
で
、

玉
手
は
是
を
、
し
ば
し
と
止
め
、
痛
手
に
悩
み
な
が
ら
も

「
是
に
は
深
い
様
子
の
あ
る
こ
と
」
と
自
分
の
苦
衷
を
物

語
っ
た
。

そ
れ
は
、
高
安
の
妾
腹
次
郎
丸
が
奸
臣
坪
井
平
馬
と
心

J
、

*
'
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を
合
せ
、
己
が
家
督
を
継
が
ん
も
の
と
、
そ
の
為
に
俊
徳

丸
の
一
命
を
奪
は
ん
と
し
て
ゐ
る
事
を
知
っ
た
の
で
、
心

に
も
な
い
懸
を
し
か
け
、
壽
酒
に
形
相
を
愛
へ
さ
せ
た
の

も
、
御
家
督
さ
へ
お
継
ぎ
な
く
ば
お
命
に
別
朕
な
か
ら
う

と
、
思
ひ
餘
つ
て
の
思
案
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て

又
、
か
う
し
て
お
後
を
慕
ひ
参
っ
た
の
は
、
此
の
病
を
本

復
さ
せ
る
た
め
、
と
一
云
び
つ
＼
手
に
す
る
飽
貝
を
出
し
て

寅
の
年
月
揃
っ
た
我
が
血
汐
を
盛
つ
て
俊
徳
丸
に
飲
ま
せ

る
と
、
不
思
議
や
人
相
は
も
と
の
通
り
に
な
る
の
で
、
一

同
は
初
め
て
玉
手
の
苦
計
を
知
つ
て
今
更
涙
に
く
れ
る
の

だ
っ
た
。
そ
の
時
に
は
も
う
玉
手
の
最
期
は
近
づ
い
て
居

た
。
合
邦
が
取
り
出
す
百
萬
遍
の
珠
敷
の
輪
の
中
で
、
玉

手
御
前
は
一
同
に
見
守
ら
れ
つ

4
大
往
生
を
遂
げ
た
の
で

あ
っ
た
。

↑
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概

一
九

阿

古

屋

翠

責

の

段

重

忠

竹

阿

古

屋

竹

岩

永

豊

榛

澤

臼

豊鶴豊鶴豊

享
保
十
七
年
（
二
三
九
―
-
）
九
月
、
竹
本
座
初
演

作
者
は
文
耕
堂
、
長
谷
川
千
四
の
合
作
。
大
近
松

の
「
出
世
景
清
」
の
改
作
で
、
全
五
段
の
中
、
こ
の

第
三
段
目
の
口
阿
古
屋
琴
責
の
段
が
最
も
有
名
で
あ

る。

梗

平
家
の
侍
大
将
悪
七
兵
衛
景
清
が
屋
島
壇
の
浦
の
戦
ぴ

よ
り
行
方
知
れ
す
、
種
々
詮
議
に
手
を
證
し
た
末
、
秩
父

庄
司
重
忠
、
岩
永
左
衛
門
は
、
榛
澤
六
郎
に
命
じ
、
景
清

と
云
ぴ
交
は
し
た
遊
菩
阿
古
屋
を
白
洲
に
召
し
寄
せ
、
景

清
の
行
方
を
尋
ね
る
。
阿
古
屋
は
今
も
途
中
で
榛
澤
様
が

景
清
の
在
家
を
知
つ
て
ゐ
る
な
ら
白
朕
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ

た
が
、
知
ら
ぬ
此
身
は
幾
度
御
問
ぴ
な
さ
れ
て
も
、
お
答

壇t
の

浦t

阿

古

屋

琴

責

の

段

兜国

軍；

記き



戸

． 
へ
は
只
一
っ
と
悪
び
れ
も
し
な
い
。
岩
永
は
氣
を
い
ら
ち

申
し
付
け
た
責
道
具
を
持
て
と
命
す
る
と
、
奴
共
は
手
に

l
＼
手
桶
、
階
子
、
さ
い
槌
、
棒
な
ど
を
持
つ
て
来
る
。

重
忠
は
こ
れ
を
押
止
め
、
女
一
人
に
白
状
さ
す
に
仰
々
し

い
責
道
具
ぱ
無
用
と
、
申
し
附
け
た
琴
、
三
味
線
、
胡
弓

を
取
り
寄
せ
る
。
岩
永
は
不
興
氣
に
責
道
具
と
は
此
棄
器

の
類
び
、
こ
り
や
詮
議
に
事
寄
せ
て
慰
み
せ
ら
る
4
か
と

詰
り
か
＼
る
が
、
重
忠
は
唐
土
の
故
事
を
引
い
て
こ
れ
を

な
だ
め
、
阿
古
屋
に
三
曲
を
演
奏
さ
せ
る
。

糸
竹
の
調
は
軟
然
と
し
て
一
糸
も
胤
れ
ぬ
。
重
忠
は
そ

の
音
色
に
よ
っ
て
宵
際
景
清
の
在
所
を
知
ら
ぬ
事
を
知
り

岩
永
の
不
承
知
を
退
け
て
、
阿
古
屋
を
己
が
屋
敷
へ
伴
ひ

欝
へ
る
。

1
0
 



市
若
丸
初
陣
の
段

後
に
残
り
し
板
額
が
涙
の
顔
を
振
上
て
ノ

ウ
聞
へ
ぬ
ぞ
や
我
夫
、
公
聰
を
頼
家
の
お

胤
と
言
ふ
事
知
つ
て
な
ら
な
ぜ
打
明
て
は

く
だ
さ
れ
ぬ
可
愛
そ
ふ
に
市
・
若
を
討
手
と

言
て
す
か
し
越
忍
び
の
緒
を
切
か
け
て
母

に
結
ん
で
貰
へ
と
は
わ
し
に
切
と
の
事
な

る
か
、
お
身
代
り
と
云
事
を
虫
が
し
ら
し

て
其
時
に
か
入
様
わ
上
は
討
死
を
す
る
の

か
い
の
と
氣
に
か
け
し
、
今
思
へ
ば
ハ
ア

紳
の
告
、
告
共
知
ら
ず
餘
所
の
子
の
華
々

し
き
を
見
る
に
付
、
此
市
若
は
な
ぜ
迎
い

末
そ
ふ
な
も
の
と
死
る
子
を
待
條
た
の
は

何
事
ぞ
、
殺
し
に
お
こ
す
と
知
っ
た
ら
ば

待
主
い
も
の
を
と
し
ゃ
く
り
上
げ
歎
け
ば

夫
は
塀
の
外
忠
義
な
ら
ず
ば
何
故
に
願
び

好
ん
で
お
こ
そ
ふ
ぞ
、
と
入
様
手
柄
を
し

て
か
ふ
と
勇
す
す
ん
で
出
た
時
の
お
れ
が

心
を
推
撮
せ
よ
、
せ
め
て
ま
一
度
逢
た
さ

に
忍
ん
で
末
た
と
延
上
り
足
爪
立
て
も
高

塀
に
陥
の
思
び
は
い
と
ゞ
猶
涙
輯
出
す
ば

か
り
な
り
。

佐

和
沼

津

里

の

段

私
故
に
駿
動
起
り
、
其
場
へ
立
合
ひ
手
疵

を
負
ひ
、
一
且
本
腹
有
っ
た
れ
ど
、
此
頃

は
頻
り
に
痛
み
、
色
々
介
抱
盛
せ
ど
も
効

利

集

盤
か

l
＼
と
箸
持
つ
て
く
4

め
る
様
な
母

無
く
、
立
寄
る
方
も
旅
の
空
、
此
近
所
で

御
養
生
、
長
し
い
間
に
路
銀
も
盛
き
、
其

貢
に
身
の
廻
り
、
楢
拌
ま
で
賣
彿
び
、
悲

し
い
金
の
オ
覺
も
、
男
の
病
び
が
治
し
た

さ
、
先
程
の
お
咄
し
に
、
金
銀
づ
く
で
は

無
い
と
の
噂
、
燈
火
の
消
え
し
よ
り
、
あ

の
妙
薬
を
ど
う
が
な
と
、
思
ひ
着
し
が
身

の
因
果
、
ど
う
ぞ
お
慈
悲
に
是
申
、
今
宵

の
事
は
此
場
切
、
お
年
寄
ら
れ
し
お
前
に

迄
、
苦
労
を
か
け
し
不
孝
の
罪
、
け
ふ
は

死
な
う
か
翌
の
夜
に
、
我
身
の
瀬
川
に
身

を
投
げ
ん
と
、
思
ひ
し
事
は
幾
度
か
、
死

ん
だ
あ
と
で
も
お
前
の
歎
き
と
一
日
ぐ
ら

！
に
日
を
送
る
、
ど
う
ぞ
御
慈
悲
に
御
了

簡
と
、
東
育
ち
の
張
も
ぬ
け
、
懇
の
意
氣

地
に
身
を
砕
く
、
心
ぞ
思
ひ
や
ら
れ
た
り

合
邦
住
家
の
段
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の
慈
悲
。
面
は
ゆ
げ
な
る
天
手
御
前
、
母

さ
ん
の
お
詞
な
れ
ど
い
か
な
る
過
去
の
囚

縁
ゃ
ら
、
俊
徳
様
の
御
事
は
ね
た
間
も
忘

れ
ず
懲
こ
が
れ
思
び
あ
ま
つ
て
打
付
に
い

ふ
て
も
親
子
の
道
を
立
て
、
つ
れ
な
い
返

事
か
た
い
程
猶
い
や
ま
さ
る
辮
ぢ
淵
い
つ

そ
沈
ま
ば
ど
こ
迄
も
と
後
を
し
た
ふ
て
歩

は
だ
し
、
あ
し
の
浦
々
難
波
が
た
身
を
つ

く
し
た
る
心
根
を
不
便
と
思
ふ
て
倶
々
に

俊
徳
様
の
行
衛
を
尋
ね
女
夫
に
し
て
下
さ

ん
す
が
親
の
お
じ
ぴ
と
手
を
合
せ
拝
み
ま

は
れ
ば
母
親
も
今
更
あ
き
れ
我
子
の
顔
た

ゞ
打
守
る
ば
か
り
な
り
。

阿
古
屋
琴
責
の
段

か
げ
と
言
も
月
●
ゑ
ん
、
清
し
と
い
ふ
も

月
の
ゑ
ん
、
か
げ
き
よ
含
名
の
み
に
て
う

つ
せ
ど
袖
に
や
ど
ら
ず
、
重
忠
耳
を
そ
ば

だ
て
賜
ぴ
、
今
弾
ぜ
し
は
蕗
組
の
唱
歌
を

我
身
の
上
に
取
リ
、
景
浦
が
行
衛
し
ら
ぬ

と
な
、
主
あ
知
ら
ず
ん
ば
し
ら
ぬ
に
せ
よ

し
て
最
清
と
其
方
が
馴
初
し
は
い
つ
の
頃

．
い
か
な
る
事
の
縁
に
よ
り
、
深
い
契
り
の

年
と
は
な
り
し
ぞ
、
是
は
ま
た
思
ぴ
も
よ

ら
ぬ
か
は
っ
た
事
の
お
尋
ね
、
何
事
も
昔

と
な
る
、
は
づ
か
し
い
物
語
、
平
家
の
御

代
と
時
め
く
春
、
馴
に
し
人
は
山
鳥
の
尾

張
の
國
よ
り
な
が

l
＼
し
き
野
山
を
こ
へ

て
清
水
へ
、
日
毎
々
々
の
か
ち
主
ふ
で
、

下
向
に
も
参
り
に
も
み
ち
は
か
は
ら
ぬ
五

條
坂
、
互
び
に
顔
は
見
し
り
合
ひ
、
い
つ

近
付
に
な
る
共
な
く
羽
織
の
袖
の
ほ
く
ろ

び
ち
よ
っ
ど
時
雨
の
か
ら
傘
お
安
い
御
用

雲
の
あ
し
た
の
煙
草
の
火
、
寒
い
に
せ
め

て
お
茶
一
ぷ
く
、
そ
れ
が
こ
ふ
じ
て
酒
一

っ
、
こ
っ
ち
に
思
へ
ば
、
あ
ち
か
ら
も
く

ど
く
は
深
い
観
昔
糎
ふ
も
ん
ぼ
ん
第
廿
五

日
の
よ
さ
、
必
ず
と
た
は
ふ
れ
の
詞
を
む

す
ぶ
な
ご
や
お
び
、
終
り
な
け
れ
ぽ
初
め

も
な
い
、
あ
ぢ
な
懲
路
を
榮
し
み
し
に
、

壽
永
の
秋
の
風
立
て
須
磨
ゃ
明
石
の
う
ら

紐
に
こ
ぎ
放
れ
行
ゑ
ん
の
切
れ
め
、
思
ひ

出
す
も
、
つ
か
へ
の
ど
く
、
ア
ヽ
う
と
ま

し
ゃ
と
語
り
け
る
。

翠
帳
紅
閏
に
枕
な
ら
ぶ
る
末
の
内
な
れ
し

食
の
夜
す
が
ら
も
四
つ
門
の
後
夢
も
な
し

さ
る
に
て
も
我
が
っ
主
の
秋
よ
り
さ
き
に

か
な
ら
ず
と
あ
だ
し
詞
の
人
心
、
そ
な
た

の
空
よ
と
眺
む
れ
ど
、
そ
れ
人
＼
と
問
ぴ

し
人
も
な
し
。

よ
し
の
た
っ
た
の
花
紅
莱
更
科
越
路
の
月

雪
も
夢
と
さ
め
て
は
後
も
な
し
、
あ
だ
し

の
＼
露
と
り
べ
の
入
煙
は
た
ゆ
る
、
時
し

な
き
是
が
浮
世
の
誠
な
る
。
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宣 證 侃 ~ 
、
、
、
、

御
観
萱
席
は
大
部
分
椅
子
席
に
な
っ

て
居
り
ま
す
か
ら
お
一
人
で
も
御
愉

快
に
洋
服
で
も
お
架
に
御
見
物
が
出

来
、
．
ま
た
お
出
入
が
御
自
由
で
す
。

、
、
、
、

前
賣
切
符
・
壼
等
席
の
お
切
符
は
五

日
前
か
ら
登
賣
致
し
ま
す
、
ま
た
五

日
以
後
の
お
切
符
も
壼
等
席
に
限
り

御
豫
約
申
し
上
げ
ま
す
か
ら
上
圃
の

座
席
表
に
依
つ
て
お
早
く
御
望
み
の

御
場
席
を
お
申
し
込
み
に
な
れ
ば
お

心
の
ま

4

に
お
好
き
な
虞
が
御
自
由

に
と
れ
ま
す
御
用
命
の
お
節
お
呼
出

し
の
電
話
は

南
四
七
萱
壷
番
で
御
座
ゐ
ま
す

．．．． 

切
符
賣
場
右
指
定
席
切
符
は
嘗
日
前

賣
と
も
正
面
西
側
本
家
入
口
に
て
登

賣
し
て
居
り
ま
す

二
等
席
・
三
等
席
切
符
は
常
日
正
面

入
口
に
て
装
賣
致
し
ま
す
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